
 

 

 

 

 

 

 

 

いのちかがやく強調月間の取組 
 佐世保市の子どもたちが、幸せと生きがいを感じながら、いのちを輝かせ笑顔あふ

れる人生を送ってほしい、との願いのもと始まった「いのちかがやく強調月間」。 

 

５月３１日（金）の校長講話では、「いのちをいただく」という絵本の読み語りを行 

いました。その日、５年生の子どもたちに感想を尋ねたら「可哀そうだった・・・。」「みん

なのために殺されるなんて・・・。」その後の言葉がうまく出てこない様子でした。しか

し、私は、そのうまく言葉で表現できないところをしっかり考えようとしてくれただけで 

十分でした。子どもたちは、次のようなことを考えてくれたのではないかと思います。 

  命の大切さ。でも、その大切な命を頂かないと人は生きていけないということ。私た

ちの命は、多くの命に支えられているということ。だからこそ、食べ物は有難いし、粗

末にしてはならないこと。 

６月４日（火）には全学年を対象とした「交通安全教室」 

を実施しました。自分のいのちを守る学習です。「横断歩道 

の渡り方」「死角の実感」「飛び出しの危険性」の３か所に 

分かれて共立自動車学校の先生方に実演・指導していた 

だきました。 

この学習を通して安全な登下校の仕方について理解でき 

た、と思い安心していたのですが、白線を飛び出すなど危険 

な下校の様子が情報として入ってきて職員一同驚いたところ 

です。「一列登校」（下校も。走りません。）「歩いて登校」「中 

里駅は通りません」などの交通安全指導は学校で繰り返し行 

っておりますが、ご家庭でももう一度お話をお願い致します。 
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この「いのちかがやく強調月間」に入り、１年生が生活科で東漸寺広場での「生き

物さがし」、６月６日（木）～７日（金）には５年生が佐世保青少年の天地で「宿泊体

験学習」、６月１０日（月）には４年生が佐世保空襲を語り継ぐ会の木原先生をお招

きしての「平和学習」を行いました。また、今週は２・３・６年生が佐世保特別支援学

校との交流学習に出向くなど、思いやり深く人と関わることのできる心豊かな子ども

の育成を目指して全校で様々な教育活動に取り組んでいるところです。 

  最後の週の６月２４日（月）～２８日（金）には、学校開放週間を実施します。期間

中は、道徳の授業参観も計画していますので、ぜひ、かがやく子どもたちの様子をご

覧ください。（詳しくは５月１４日配付のお知らせをご覧ください。） 

 

学校と地域でつくる子どもたちの未来 
中里小学校には、子どもたちを見守ってくださる地域の 

方がたくさんいらっしゃいます。 

★交通指導員の皆様等による『登校見守り』 

下本山交差点や中里中学校下など、交通量の多い所で朝の見守りをしていただ

いております。雨の日も、風の日も子どもたちのために交通安全の見守りをしていた

だいているところです。また、子どもたちと一緒に登校してくださる保護者の方もい

て、大変助かっています。 

★図書ボランティア お話ポッケによる『読み語り・環境整備』 

  月曜日の朝の読み語りや図書室の環境整備を通して、子どもたちの心を育んで

くださっております。 

★中里皆瀬地区 民生委員 児童委員 協議会の皆様の取組 

 中里小学校の子どもたちのために何かできないだろうか・・・ということで、５月１

３日（月）から１７日（金）の間、朝のあいさつ運動を実施してくださったり、５月２２

日（水）は１時間目に学校訪問をしてくださったりと積極的に活動していただいて

おります。今後、可能な範囲で関わりを続けることが出来れば有難いです。 

★中里地区老人会の皆様による『朝のあいさつ運動』 

毎月はじめの登校時間帯に、２０名程の方に、あいさつ運動を行っていただいて

おります。子どもたちのあいさつの意識だけでなく、地域の皆様に見守られている

という意識も高まっています。 

地域の皆様、毎日ありがとうございます！ 

 


